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【幼児～】 

『100 かいだてのいえ』 

いわいとしお/［作］ 偕成社 <えほん> 

 トチくんに、「100 かいだてのいえ

のてっぺんにあそびにきてね」とて

がみがとどきました。いろんなへや

をとおって、トチくんはてっぺんを

めざします。 

 

『ゆうびんやさんのホネホネさん』 

にしむらあつこ/さく・え 福音館書店 <えほん> 

ホネホネさんは、ゆうびんやさん。 

じてんしゃで「ギコギコキーッ」と、木の 

上のいえや、つちのなかのアパートへ 

きょうもげんきにてがみを 

はいたつします。 

『たなかさんちのだいぼうけん』 

大島妙子/作 あかね書房 <えほん> 

たなかさんちは、うみべのおかのうえにあり 

ます。あるひ、おおあめがつづいて、うみのみずが

いえのなかにはいってきました。すると、 

すごいおとがして、おうちにあしがはえ 

ました。さて、たなかさんちは 

どこへいくのでしょう？ 

 

『のせてのせて 100 かいだてのバス』 

マイク・スミス/作 ふしみみさを/訳 ポプラ社 <えほん> 

    まいにちおなじみちをとおっていたバスが 

   あるひ、ほそいみちをとおっていくと…。 

      おきゃくさんをのせていくうちに、 

バスはどんどんたかくなって 

いきます。 


